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◆
健
康
ヨ
ガ
す
ず
ら
ん
の
会

　

月
２
回
、土
曜
日
の
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
、中
央
公
民
館

４５

１５

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、会
費

月
１
５
０
０
円
。
や
さ
し
い
ヨ

ガ
・
ツ
ボ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
等
。
詳

し
く
は
小
林
�
４
７
４
・
１
６
６

３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
和
太
鼓
集
団　

座
・
ど
ん
ど
こ　

毎
週
金
曜
日
の

午
後
７
時
〜
９
時
、南
町
小
学
校

体
育
館
ま
た
は
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円
。詳
し
く
は

寺
本
�
４
５
８
・
７
７
５
０

（
フ
ァ
ク
ス
同
）
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
グ
レ
イ
ス　

毎
月
第
２
〜
第
４
木
曜
日
、東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。入
会
金

１
０
０
０
円
、会
費
月
２
０
０
０

円
。ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス

ま
で
の
名
曲
。正
し
い
発
声
は
健

康
に
も
最
適
。詳
し
く
は
古
川
�

４
２
１
・
８
５
０
７
へ
。

　

◆
合
気
道
養
神
（
よ
う
し
ん
）

館
東
久
留
米
ク
ラ
ブ　

月
４
回

①
月
曜
日
の
午
後
５
時　

分
〜

１０

６
時　

分
②
木
曜
日
の
午
後
６

１０

時　

分
〜
７
時　

分
ま
た
は
７

２０

２０

時
半
〜
８
時
半
。
い
ず
れ
も
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

（
週
１
回
）
子
ど
も
が
３
０
０
０

円
、
一
般
が
４
０
０
０
円
、
親
子

が
５
０
０
０
円
ほ
か
。初
心
者
か

ら
有
段
者
ま
で
。詳
し
く
は
下
村

�
４
７
２
・
４
３
８
３
へ
。

　

◆
バ
イ
オ
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
け
や
き　

毎
月
第
１
〜
第
３

月
曜
日
の
午
前　

時
半
〜
正
午
、

１０

滝
山
団
地
東
集
会
場（
滝
山
六
丁

目
）
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

バ
イ
オ
リ
ン
経
験
者
。楽
譜
が
読

め
る
方
。詳
し
く
は
小
松
�
４
７

４
・
１
２
２
９
へ
。

　

◆
墨
華
（
ぼ
っ
か
）
書
道
会　

月
２
回
、木
曜
日
の
午
後
１
時
〜

３
時
、中
央
公
民
館
で
。
会
費
月

３
０
０
０
円
。詳
し
く
は
鈴
木
�

４
２
２
・
７
８
０
４
へ
。

　

◆
東
久
留
米
南
沢
カ
ラ
オ
ケ

友
好
会　

主
に
月
４
回
、土
曜
日

の
午
後
７
時
〜
９
時
、茶
ど
こ
ろ

篠
宮
園
地
下
専
用
練
習
場（
南
沢

一
丁
目
）で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、会
費
月
１
５
０
０
円
。
初
心

者
歓
迎
。詳
し
く
は
篠
宮
�
４
７

１
・
１
９
２
７
へ
。

　

◆
ら
く
ら
く
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操　

毎
週
水
曜
日
の
午
前　

時
１０

半
〜
正
午
、中
央
公
民
館
で
。
会

費
月
３
０
０
０
円
。ジ
ャ
ズ
の
音

楽
に
合
わ
せ
た
や
さ
し
い
ダ
ン

ス
も
行
い
ま
す
。詳
し
く
は
谷
口

�
４
７
２
・
６
５
２
８
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス（
リ
ト
ル
ブ
ー

ケ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）　

月
４
回
、

金
曜
日
の
午
前
９
時
半
〜　

時
１１

　

分
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。

４５入
会
金
１
０
０
０
円
、会
費
月
２

０
０
０
円
。
中
級
者
。
詳
し
く
は

鈴
木
�
０
９
０
・
６
５
１
４
・
７

１
７
１
へ
。

　

◆
青
年
軟
式
野
球（
マ
キ
野
球

ク
ラ
ブ
）　

月
２
回
程
度
、
日
曜

日
、白
山
球
場
ほ
か
市
内
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
。
会
費
年
１
万
円
。　
１６

歳
以
上
。詳
し
く
は
芳
野
�
４
７

５
・
７
２
１
９
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス（
若
葉
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
）　

月
４
回
、
金
曜
日

の
午
後
１
時
〜
５
時
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。会
費
月

１
５
０
０
円
。
初
級
・
中
級
者
。

詳
し
く
は
飯
田
�
０
８
０
・
６
５

８
１
・
５
３
５
２
へ
。

　

◆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス

Ｍ,ｓ
）　

毎
週
①
月
曜
日
の
午
前

　

時
半
〜
午
後
１
時　

分
が
ス

１１

２０

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
②
水
曜
日
の

午
後
６
時　

分
ま
た
は
８
時
か

２０

ら
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東

本
町
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
１
回
１
２
０
０
円
。ジ
ュ
ニ

ア
・
初
級
・
中
級
ク
ラ
ス
あ
り
。

詳
し
く
は
タ
カ
ム
ラ
�
４
７
３
・

１
２
２
９
へ
。

　

◆
マ
マ
さ
ん
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
（
キ
ャ
ロ
ッ
ト
）　

毎

週
火
曜
・
土
曜
・
日
曜
日
の
午

後
７
時
〜
９
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
月
１
０

０
０
円
。
既
婚
者
。
詳
し
く
は

服
部
�
４
７
５
・
０
４
５
４
へ
。

　

◆
東
く
る
め
市
民
自
由
大
学

陶
芸
教
室　

毎
月
第
２
・
第
３
土

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

主
に
中
央
公
民
館
で
。入
会
金
１

万
円
、会
費
月
３
０
０
０
円
。
入

会
条
件
あ
り
。
若
干
名
。
ま
ず
は

６
月　

日
・　

日
、
い
ず
れ
も
土

１０

１７

曜
日
午
前　

時
か
ら
見
学
を
。詳

１０

し
く
は
辻
川
�
４
７
１
・
０
６
５

５
へ
。

　

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
東
久
留
米

の
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）　

主
に

毎
週
火
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９

時
、第
三
小
学
校
で
。
会
費
年
６

０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
・
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
上
着
代
込
み
）。
初

心
者
歓
迎
。
中
学
生
か
ら
。
男
女

混
合
６
人
制
が
メ
イ
ン
。
マ
ネ

ジ
ャ
ー
も
募
集
。詳
し
く
は
松
本

�
４
５
９
・
１
２
０
６
へ
。

　

◆
久
留
美
俳
句
会　

毎
月
第

３
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
、成

美
教
育
文
化
会
館
で
。会
費
月
８

０
０
円
。
未
経
験
者
可
。
詳
し
く

は
太
田
�
４
２
３
・
６
９
５
４
へ
。

　

◆
手
遊
び
・
童
歌
・
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
（
ろ
ん
り
む
）　

毎
月

①
第
１
木
曜
日
が
第
一
公
務
員

住
宅
集
会
所
（
上
の
原
二
丁
目
）

②
第
２
・
第
３
月
曜
日
が
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
。い
ず
れ
も
午
前

　

時
〜　

時
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
、

１０

１１

未
就
園
児
と
そ
の
マ
マ
。マ
マ
だ

け
で
も
可
。詳
し
く
は
木
村
�
４

７
５
・
５
８
３
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
マ
ジ
ッ
ク
愛

好
会
「
マ
ジ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」　

毎

月
第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午
後
７

時
〜
９
時
、中
央
公
民
館
で
。
入

会
金
３
０
０
０
円
、会
費
月
２
０

０
０
円
。月
に
一
度
プ
ロ
講
師
に

よ
る
指
導
あ
り
。詳
し
く
は
安
宅

（
あ
た
か
）
�
４
６
４
・
１
６
０

５
へ
。

　

◆
第　

回
住
宅
デ
ー　

①
６

２９

月
４
日
（
日
）
浅
間
町
地
区
セ
ン

タ
ー
②　

日
（
日
）
滝
山
団
地
セ

２５

ン
タ
ー
前
広
場
（
滝
山
四
丁
目
）

で
。い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時（
受
け
付
け
は
午
後
２
時
ま

で
）。
雨
天
中
止
。
入
場
無
料
。

無
料
住
宅
相
談
、
包
丁
研
ぎ
、
ま

な
板
削
り
等
。詳
し
く
は
①
が
建

設
ユ
ニ
オ
ン
東
埼
支
部
・
石
原
�

４
２
３
・
５
６
２
３
、
②
が
東
京

土
建
・
鈴
木
�
４
７
３
・
８
７
５

１
へ
。

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶

（
う
た
の
広
場
の
会
）　

６
月　
１８

日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時
、
市

役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。参
加

費
３
０
０
円
。詳
し
く
は
小
坂
�

４
７
７
・
４
７
７
１
ヘ
。

　

◆
夏
季
お
も
し
ろ
社
交
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
テ
ン
ダ
ン
ス
・

リ
リ
カ
ル
）　

６
月　

日
（
土
）

２４

午
後
５
時　

分
〜
８
時
半
、成
美

４５

教
育
文
化
会
館
で
。参
加
費
１
０

０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）。
詳
し

く
は
半
田
�
４
７
３
・
８
０
５
１

へ
。

　

◆
職
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
建

設
ユ
ニ
オ
ン
多
摩
北
支
部
）　

６

月
４
日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後

１０

３
時
、市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば

で
。
入
場
無
料
。
地
元
建
築
職
人

の
「
技
」
の
実
演
や
木
工
教
室
、

無
料
住
宅
相
談
。詳
し
く
は
赤
津

�
４
６
３
・
１
０
０
９
へ
。

　

◆
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
・

チ
ェ
ロ
に
よ
る
演
奏
会（
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
ド
ル
チ
ェ
ピ
ア
ノ
ト
リ

オ
）　

６
月　

日
（
日
）
午
後
３

１８

時
半
開
演
（
３
時
開
場
）、
コ
ー

ル
田
無
多
目
的
ホ
ー
ル（
西
東
京

市
田
無
町
三
丁
目
、西
武
新
宿
線

田
無
駅
北
口
か
ら
徒
歩
７
分
）
で
。

入
場
料
５
０
０
円（
未
就
学
児
無

料
）。
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
、
人
生
の

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
ほ
か
。詳
し

く
は
村
田
�
４
７
６
・
４
４
８
１

へ
。

　

◆
今
年
の
盆
踊
り
の
講
習
会

（
日
本
民
踊
普
及
会
）　

６
月
７

日
・　

日
の
い
ず
れ
も
水
曜
日
、

１４

午
前　

時
〜　

時
半
、南
町
地
区

１０

１１

セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
無
料
。
詳

し
く
は
市
瀬
（
い
ち
の
せ
）
�
４

７
７
・
７
２
５
３
へ
。

定
。応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
料
金
】
無
料

　

申
し
込
み
は

６
月　

日
（
金
）

３０

ま
で
に
（
消
印

有
効
）、
は
が
き

に
代
表
者
氏

名
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番

号
・
参
加
希
望

人
数
と
全
員
の

氏
名
・
学
校
・

学
年
（
年
齢
）

を
記
入
の
上
、

〒
１
８
３－

０

０
０
１
、
府
中
浅
間
郵
便
局
留
、

子
ど
も
体
験
塾
・
ス
ポ
ー
ツ
対
談

係
あ
て
郵
送
を
。

　

多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会
（
東
久
留
米
市
、
小
平
市
、

東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
西
東
京
市

　

東
京　

市
町
村
は
、
次
世
代
を

３９

担
う
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な

感
動
体
験
を
提
供
す
る
子
ど
も
体

験
塾
を
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

星
野
仙
一
氏
と
キ
ャ
ス
タ
ー
の
生

　

た
ま
ご
か
ら
あ
な
た
は
何
を
連

想
し
ま
す
か
。

　

た
ま
ご
は
、
朝
食
の
定
番
た
ま

ご
焼
き
な
ど
多
く
の
料
理
を
は
じ

め
、
お
菓
子
な
ど
に
も
広
く
使
わ

れ
る
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
食
材

で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用

に
充
て
る
財
源
は
、　

�
を
公
費

５０

が
負
担
し
、
残
り　

�
を
相
互
扶

５０

助
の
考
え
方
に
よ
り
、　

歳
以
上

４０

の
す
べ
て
の
方
が
負
担
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち　

歳
〜　

歳
の
方
は
、

４０

６４

第
２
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
し

全
額
免
除
・
若
年
者 

納
付
猶
予
制
度
の 

申

請

が

簡

略

化

　
　

年
７
月
か
ら
、
全
額
免
除

１７
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
に
申
請
し
承
認
さ
れ
た
場

合
（
失
業
ま
た
は
災
害
を
事
由

と
す
る
特
例
承
認
は
除
く
）、

翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
申

請
を
行
う
旨
を
あ
ら
か
じ
め

申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

翌
年
度
以
降
の
申
請
が
省
略

で
き
ま
す
。

　
　

年
７
月
以
降
に
全
額
免

１７
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
を
申
請
し
承
認
さ
れ
、
翌

年
度
以
降
も
継
続
し
て
申
請

す
る
旨
を
申
し
出
て
い
た
方

は
、　

年
度
の
申
請
は
必
要
あ

１８

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
毎
年
、
全
額
免
除
、

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
に
該

改定後改定前区　　　　　　　分

据え置き

４.１６％
 所得割税率
（世帯の所得に応じて計算）

応 能 割

医療分の
税 率 等

　１６％
 資産割税率
（世帯で有している固定資産税に応
じて計算）

２万５,８００円
 均等割額
（被保険者数に応じて計算）

応 益 割

１万１,０００円
 平等割額
（世帯ごとに計算）

５３万円医療分限度額

据え置き
１.１０％ 所得割税率

応 能 割
介護分の
税 率 等

　７％ 資産割税率

８,４００円７,５００円 均等割額
応 益 割

据え置き４,２００円 平等割額

９万円８万円介護分限度額

負担額区　　　　　　　　　分

２６０円一般被保険者

２１０円９０日までの入院市民税非課税世帯

（７０歳以上の方は低所得Ⅱ該当） １６０円過去１２月の入院日数が９０日を越える入院

１００円市民税非課税世帯で老齢福祉年金を受けている場合（７０歳以上の方は低所得Ⅰ該当）

半額免除
（月額）

全額免除
（月額）

免除に該当
している年度

１万６,４８０円８年度 

１万６,２６０円９年度 

１万６,０１０円１０年度 

１万５,４００円１１年度 

１万４,８００円１２年度 

１万４,２３０円１３年度 

  ６,８４０円１万３,６９０円１４年度 

  ６,７４０円１万３,４９０円１５年度 

  ６,６５０円１万３,３００円１６年度 

  ６,７９０円１万３,５８０円１７年度 

当
す
る
か
要
件
審
査
を
行
い
、

審
査
の
結
果
、
却
下
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国

保
年
金
資
格
係
�
４
７
０
・
７

７
３
２
ま
た
は
武
蔵
野
社
会

保
険
事
務
所
�
０
４
２
２
・

　

・
１
４
１
１
へ
。　

５６保
険
料
の
追
納
額
の 

お

知

ら

せ

　

保
険
料
の
免
除
や
学
生
・
若

年
者
の
特
例
を
承
認
さ
れ
て

い
る
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
受
け

取
る
年
金
額

が
少
な
く
な

り
ま
す
。
し

か
し
、　

年
１０

以
内
で
あ
れ

ば
、
追
納
し
て
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す

る
保
険
料
は
、
２
年
を
経
過
し

た
分
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
保

険
料
に
対
し
て
、
経
過
し
た
年

数
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
ら

れ
た
率
を
乗
じ
た
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。
各
年
度
の
追
納
額

は
左
表
の
通
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
所
へ
。

た
ま
ご
の

た
ま
ご
の

耳
よ
り
情
報
を
聴
い
て

耳
よ
り
情
報
を
聴
い
て

た
ま
ご
券
を

た
ま
ご
券
を
ゲ
ッ
ト

ゲ
ッ
ト
し
よ
う

し
よ
う

　

ま
た
、
そ
の
栄
養
価
の
高
さ
か

ら
、
た
ま
ご
は
完
全
食
品
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
抗
老
化
）

の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ま
ご
に
は
ど
ん
な
秘
密
が
あ

る
の
か
改
め
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

大人のための
管楽器アンサンブル講座

～ゼロから始めるポピュラーアンサンブル～

で
構
成
）
で
は
、
多
摩
六
都
フ
ェ

ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
初
め
て
楽
器
を
手
に

し
た
方
で
も
映
画
音
楽
や
ポ
ッ
プ

ス
な
ど
の
吹
奏
楽
が
楽
し
め
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
専
門
の
指
導

者
の
下
で
の
練
習
成
果
を
、
発
表

演
奏
会
で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
】７
月　

日
〜　

年
３
月

１１

１９

　

日
の
毎
週
火
曜
日
（
約　

回
）、

１３

３０

午
後
７
時
半
〜
９
時
半

　
【
会
場
】
コ
ー
ル
田
無
多
目
的

ホ
ー
ル
（
西
東
京
市
田
無
町
３
ノ

７
ノ
２
）　

　

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
応
募
資
格
】
東
久
留
米
市
、
小

平
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
西

東
京
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

社
会
人
で
初
心
者
の
方

　
【
募
集
人
数
】　

人
程
度
（
応
募

５０

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
【
受
講
料
】
前
期
１
万
円
、
後
期

１
万
５
０
０
０
円

　

※
途
中
返
還
は
し
ま
せ
ん
。

　
【
募
集
パ
ー
ト
】
フ
ル
ー
ト
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
サ
ク
ソ
ホ
ン
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

ユ
ー
ホ
ニ
ウ
ム
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ

ム
ス
、
ピ
ア
ノ
等
。
楽
器
は
有
料

で
貸
し
出
し
で

き
ま
す

　

※
受
講
者
に

は
、
７
月
８
日

（
土
）
の
楽
器
体

験
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
返

信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
練
習
曲
】
ム
ー
ン
リ
バ
ー
、

ト
ッ
プ
オ
ブ
ザ
ワ
ー
ル
ド
、
日
本

の
童
謡
、
ほ
か

　
【
発
表
演
奏
会
】　

年
３
月　

日

１９

１７

（
土
）
午
後
５
時
開
演
予
定
（
保
谷

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
）

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
火
）

２０

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

希
望
楽
器
と
経
験
の
有
無
・
自
己

Ｐ
Ｒ
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
２－

８
５
５
５
、
西
東
京
市
中
町
１
ノ

５
ノ
１
、
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

「
大
人
の
た
め
の
管
楽
器
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
講
座
」
担
当
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
ホ
ー
ル
�
４
２

１
・
１
９
１
９
へ
。

て
い
る
医
療
保
険
制
度
か
ら
保
険

料
（
税
）
と
し
て
納
め
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
保
で
は
、
介
護
保

険
（
介
護
）
納
付
金
相
当
分
か
ら

国
庫
支
出
金
等
を
除
い
た
分
を
国

保
税
に
「
介
護
分
」
と
し
て
上
乗

せ
し
て
賦
課
し
て
い
ま
す
。

検
討
の
経
過

　

介
護
納
付
金
も
、
介
護
保
険
制

度
の
利
用
拡
大

に
伴
っ
て
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
す

る
た
め
市
で
は
、

　

年
度
国
保
税
の
税
率
等
改
定

１８（
介
護
分
）に
つ
い
て
検
討
を
行
う

必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

　

１
月
に
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
に
対
し
て
、「
国
保
税
の
税
率

等
改
定
（
介
護
分
）」
に
つ
い
て
諮

問
し
、
同
協
議
会
で
改
定
の
必
要

性
や
内
容
等
を
審
議
、
検
討
し
答

申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
３
月
に

開
か
れ
た
第
１
回
定
例
市
議
会
に

国
保
税
条
例
の
改
正
案
を
上
程
し
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
の
内
容

　
　

年
度
介
護
納
付
金
の
見
込
額

１８
は
、
前
年
度
に
比
較
し
て
１
４
０

３
万
７
千
円
増
加
し
、
公
費
負
担

分
を
除
い
て
も
２
５
１
９
万
８
千

円
の
不
足
が
生
じ
ま
す
。

　

介
護
納
付
金
に
係
る
必
要
相
当

額
を
国
保
税
と
し
て
賦
課
・
徴
収

す
る
と
さ
れ
て
い
る
国
保
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
制
度
の
趣
旨
に

沿
っ
て
介
護
保
険
に
係
る
税
率
等

を
次
の
通
り
改
定
し
ま
す
（
表
１
、

２
参
照
）。

　

な
お
、
今
回
の
改
定
に
よ
る
引

き
上
げ
総
額
は
、
年
間
で
１
５
３

８
万
円
（
１
人
当
た
り
１
０
５
３

円
）
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

 　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

　

歳
以
上
の
公
的
年
金
等

６５に
係
る
所
得
の
算
定

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
収
入

６５か
ら
差
し
引
く
公
的
年
金
等
控
除

額
が
、　

年
度
か
ら
引
き
下
げ
ら

１８

れ
ま
し
た
（
表
３
参
照
）。

　

前
年
と
比
較
し
て
公
的
年
金
収

入
が
同
じ
で
も
、所
得
金
額
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
国
保
税
の
所
得

割
算
定
や
軽
減
判
定
に
影
響
が
生

じ
、　

・　

年
分
の
収
入
に
公
的
年

１６
１７

金
が
あ
っ
た
方
で
、　

年
１
月
１

１８

日
現
在　

歳
以
上
の
方
は
、国
保

６６

税
が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

経
過
措
置
に
よ
る 

　
　
　

負
担
緩
和

　

国
保
税
の
急
激
な
負
担
増
を
緩

和
す
る
た
め
に
経
過
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り　

歳
以
上

６６

で
国
保
税
の
負
担
に
影
響
が
あ
る

方
に
対
し
て
、　

年
度
は　

万
円
、

１８

１３

　

年
度
は
７
万
円
を
、
公
的
年
金

１９等
控
除
額
に
上
乗
せ
し
て
特
別
控

除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�
４
７
０
・
７
７
３
３
へ
。

 　

入
院
時
の
食
事
療
養
費
（
標
準

負
担
額
）
に
関
し

市
民
税
非
課
税
世

帯
に
該
当
す
る
方

は
、
申
請
に
よ
り

「
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
と

本
人
負
担
額
の
軽
減
が
受
け
ら
れ

ま
す
。（
表
４
参
照
）

　

入
院
中
で
新
た
に
申
請
さ
れ
る

方
や
７
月　

日
で
有
効
期
限
が
切

３１

れ
引
き
続
き
更
新
さ
れ
る
方
は
、

被
保
険
者
証
と
認
印
を
持
参
し
て

保
険
年
金
課
国
保
年
金
資
格
係

（
市
役
所
１
階
）
で
申
請
を
。

高
齢
者
医
療
の
負
担
軽
減

措
置
を
受
け
て
い
る
方
は

　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
者
医
療

を
受
け
る
と
き
に
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請

に
よ
り
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

入
院
時
食
事
代 

（
標
準
負
担
額
）の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
る
と
１
カ
月
の
負

担
限
度
額
が
１
万
２
千
円
か
ら
８

千
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
ま
た
、

入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
減
額

が
受
け
ら
れ
る
等
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
（
表
４
参
照
）。

　

こ
の
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月　

日
で
す
の
で
引

３１

き
続
き
交
付
を
受
け
る
方
は
、
被

保
険
者
証
と
認
印
を
持
参
し
て
同

課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
国
保
年
金
資
格

係
�
４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

情　

報
保

国

か
。

　

な
お
、
協
賛
会
社
か
ら
参
加
者

全
員
に
も
れ
な
く
「
た
ま
ご
券
」

を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
内
容
・
講
師
】
第
１
部
＝
講

話
「
た
ま
ご
と
健
康
」、
日
本
農

産
工
業
株

式
会
社
・

研
究
開
発

セ
ン
タ
ー

長
補
佐
、

食
品
保
健

指
導
士
の
横
山
次
郎
氏　

第
２
部

＝
「
食
育
っ
て
な
あ
に
」（
栄
養
三

色
の
中
か
ら
「
マ
ゴ
タ
チ
ハ
ヤ
サ

シ
イ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

食
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

食
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

１８年度国民年金保険料追納額

改　定　後改　定　前例

１万２,６００円
（７割軽減）

１万1,０００円
（７割軽減）

６８歳の方で、１人で加入の場合
(公的年金による収入が１７０万円）

①

８万５,０００円
（２割軽減）

８万２,１００円
（２割軽減）

６８歳、６５歳の夫婦で加入の場合

（公的年金による収入が２５０万円）
②

据え置き１６万９,１００円
３５歳、３３歳、７歳の家族３人で加入の場
合（給与収入が３５０万円）

③

据え置き医療分＝２４万４,４００円４５歳、４０歳、１０歳、７歳の家族４人で
加入の場合（給与収入が５００万円）

④
５万５,４００円介護分＝５万３,６００円

 据え置き医療分＝５３万円５８歳、５５歳、２５歳、２２歳の家族４人で加
入の場合（事業所得が１,０００万円、固 定
資産税額が３５万円）

⑤ ９万円
（賦課限度額）

介護分＝８万円
（賦課限度額）

※地方税法等の改正による、６５歳以上の方の公的年金等控除額の変更を含みます。

�子ども体験塾ホームページアドレス
http://www.taikenjuku.jp/

中
心
に
講
演
）、
社
団
法
人
栄
養

改
善
普
及
会
理
事
の
在
塚
茂
登

子
氏

　
【
日
時
】
６
月　

日
（
木
）
午
前

１５

　

時
１０
　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
定
員
】
先
着
１
０
０
人

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

　

申
し
込
み
は
６
月
２
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
生
活
文
化

課
�
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

島
ヒ
ロ
シ
氏
の
対
談
を
通
じ
て
、

夢
実
現
に
向
け
た
努
力
な
ど
、
若

者
た
ち
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

届
け
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
８
月　

日
（
水
）
午
後

２３

１
時
半
〜
午
後
３
時
半
（
予
定
）

　
【
会
場
】ア
ミ
ュ
ー
た
ち
か
わ
大

ホ
ー
ル
（
立
川
市
曙
町
２
ノ　

ノ
３６

２
、　

立
川
駅
南
口
か
ら
徒
歩　

JR

１３

分
）

　
【
内
容
】１
部
＝
東
京
都
交
響
楽

団
に
よ
る
演
奏
会
、
２
部
＝
星
野

仙
一
氏
と
生
島
ヒ
ロ
シ
氏
の
対
談

　
【
対
象
】
都
内
の
市
町
村
在
住
・

在
学
の
中
学
生
・
高
校
生
（
保
護

者
等
同
伴
可
）　

　

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
【
定
員
】
１
４
５
２
人
（
全
席
指

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験
塾　

ス
ポ
ー
ツ
対
談

「
燃
え
る
男
の
熱
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
感
動
・
夢
・
体
験
〜
」

　

※
「
車
い
す
使
用
」
等
の
特
記

事
項
が
あ
る
場
合
は
併
せ
て
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
塾
事
務
局
�
０
４

２
・
３
８
５
・
３
４
４
８
へ
。

表１　１８年度国保税の改定ポイント

表２　改定後の国保税の試算例

表４　入院時の食事代の標準負担額（１食当たり）

　「会員募集」「催し」ともに７月１日号～１０月１日号の掲載分

を受け付けています。所定の用紙に必要事項を記入し、広報課

（市役所２階）で発行日の２０日前までに申し込んでください。

毎号、「会員募集」は１８件、「催し」は１２件まで、先着順に受け

付けます。

生島ヒロシ氏

市民伝言板をご利用ください

星
野
仙
一
v
s
生
島
ヒ
ロ
シ　

大
い
に
語
る
！

 
催　
　

し 

 
会
員
募
集 

星野仙一氏星野仙一氏

　

年
度
国
保
税
の

１８税

率

等

改

定

（
介　

護　

分
）

第３５回消費生活展
参加者募集

～あなたとわたしの今できること～

　

わ
た
し
た
ち
の
「
消
費
生
活
」

と
は
、
単
に
衣
食
住
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
契
約
や
商
品
の
購
入
、

環
境
に
至
る
ま
で
と
て
も
幅
広
い

問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
展
は
、

わ
た
し
た
ち
が
真
に

心
豊
か
な
暮
ら
し
を

自
ら
見
い
だ
せ
る
よ

う
、
消
費
生
活
上
の

身
近
な
問
題
を
テ
ー

マ
に
、
消
費
者
意
識

の
高
揚
と
消
費
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
、
参
加
団
体
に
よ
る
実
行

委
員
会
と
市
の
共
催
で
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
　

回
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、

３５

　

月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）
の

１２２
日
間
、
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
日
ご
ろ
の

成
果
発
表
の
場

と
し
て
、
自
分

た
ち
の
活
動
を

幅
広
く
市
民
に

Ｐ
Ｒ
し
た
い
方
、

こ
れ
を
機
会
に

普
段
暮
ら
し
の

な
か
で
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ

と
を
勉
強
し
て

み
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

第
１
回
実
行

委
員
会
は
６
月

　

日
（
月
）
午

２６前　

時
か
ら
市
民
生
活
館
で
開
催

１０
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
６
月　

日
（
木
）

２２

ま
で
に（
必
着
）、は
が
き
に
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
活
動
内
容
ま

た
は
参
加
し
て
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
記

入
の
上
、
〒
２
０
３－

８
５
５
５
、
市
役
所
生

活
文
化
課
市
民
協
働

係
あ
て
郵
送
（
電
子

メ
ー
ル
も
可
）
を
。

　

詳
し
く
は
同
係
�
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

�生活文化課メールアドレス
seikatsubunka@city.higashikurume.lg.jp

表３　６５歳以上の方の公的年金等の所得金額
  　　の計算方法

公的年金等の所得金額
公的年金等の
収入金額

年金収入－１４０万円　２６０万円以下
　

年
度
ま
で

１７
 年金収入×７５％－７５万円～４６０万円以下

年金収入×８５％－１２１万円～８２０万円以下

年金収入×９５％－２０３万円８２０万円超

年金収入－１２０万円　３３０万円以下
　

年
度
か
ら

１８
 年金収入×７５％－３７万５千円～４１０万円以下

年金収入×８５％－７８万５千円～７７０万円以下

 年金収入×９５％－１５５万５千円７７０万円超


